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１． はじめに 
 わが国をはじめ各国のＴＶ放送サービスは、家庭を中心とした固定ユーザを対象とした

もので，地上アナログ／デジタル放送やＢＳ、ＣＳ放送がこれに当たる．またサービス領

域について言えば前者はローカルエリアが対象であり、後者は全国を対象としている．個

人や車などの移動ユーザに対する放送はＡＭ放送やＦＭ放送による音声や音楽に限られて

おり，またサービス範囲もローカルエリアが対象である．近年移動ユーザの典型的なサー

ビスである携帯電話や無線ＬＡＮでは，画像や動画、データのサービスが急速に利用され

てきており、放送においても高品質な音楽や映像、データの利用が望まれてきた．図１に

サービス対象範囲とモビリティを軸としたサービスの形態を示す．明らかなことは移動ユ

ーザを対象とする領域で且つ全国を対象とする放送サービスは未開の分野であり，技術開

発においてもまたビジネスの観点からも新しい領域である． 
本論文で紹介するモバ 
イル放送は以上の背景 
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全国放送
の中で静止衛星（ＭＢ 
ＳＡＴ）と再生中継（ 
ギャップフィラー）シ 
ステムを利用すること 
により全国の移動ユー 
ザに対して、音楽や映像、 
データ放送を同時に複 
数の番組を提供できる 
システムであり，比較 
的高速な伝送レートで 
映像やデータを放送で 
きる点では世界でも始 
めてのシステムである． 

           

 ２．モバイル放送の技術 
２．１ 放送方式の標準化  
 日本におけるデジタル放送システムはＡＲＩ

 1
図１ モバイル放送の位置付け 

    

Ｂ（Association of Radio Industries and 



Business）における標準規格体系のもとにあり、表１で示すように衛星放送や地上放送に
対して伝送方式や多重化方式，情報源符号化方式，スクランブル方式，受信機方式、サー

ビス運用規定がそれぞれに対して標準化されている。また映像や音楽、データを含むマル

チメディア関連の規格は各システム共通として標準化されている． 
モバイル放送システムも技術提案や実証実験を通してＡＲＩＢの作業部会で審議され、

ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｂ４１として伝送方式が規格化された。従来の放送システムの規格化

と異なる点は，わが国ではじめて（株）東芝とモバイル放送（株）による民間ベースで標

準化をリードしたことにある． 
このように通称モバイル放送と呼ばれるシステムは，１９９９年７月に電気通信技術審 
議会において「２．６ＧＨｚ帯の電波を使用する衛星デジタル音声放送システムの技術 
 
                 表１ デジタル放送標準規格 
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的条件」として答申された．また２００１年４月にはＩＴＵ－Ｒ（International 

Telecommunication Union－Radio：国際電気通信連合無線通信部門）の勧告ＢＯ．１１
３０－４にデジタルシステムＥとして採択された． 

 

２．２ モバイル放送システムの概要 

 本システムの利用周波数はＳ帯（２．６３０～２．６５５ＧＨｚ）の帯域２５ＭＨｚで

あり，これは１９９２年の世界無線通信主管庁会議（ＷＡＲＣ－９２：World 
Administrative Radio Conference））において移動体用衛星放送に割り当てられた周波数帯
である． 
 モバイル放送を実現するためのキーは（１）移動する電波環境，即ち多重波電波伝搬環

 2



境に強い伝送システムの構築，（２）全国に展開する移動ユーザが持つ受信端末の小形化の

ために，小形のアンテナでも十分なＣ／Ｎで受信できるよう大出力放送衛星の構築 であ

る．これらを克服するために大型放送衛星による中継方式と符号分割多重（Code Division 
Multiplex: ＣＤＭ）による伝送方式を開発し，さらに電波を遮る建物や障害物への対策と
して再生中継方式を開発した． 
図２はモバイル放送システムの概観である． 
システムは大型放送衛星（ＭＢＳＡＴ）と 
再生中継器（ギャップフィラー） 
および地上の送信設備の伝送系 
とこれらに放送番組を送り出す 
放送主局および小形受信端末か 
ら構成される． 
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図２ モバイル放送システム 

２．３ 伝送方式と伝送技術 

 伝送方式として全国を一つの周波数でカバーできること，衛星からの電波とギャップフ

ィラーからの電波が混在する中でも受信できること，多重波伝搬構造の中でＣ／Ｎ( 
Carrier to Noise)の向上ができること，衛星中継器の増幅器の出力が歪みなどの影響を受け
ず電力効率が良いこと（バックオフが少ないこと），受信方式が比較的簡単でＬＳＩ化が可

能なこと等を考慮に入れて，多重方式として符号分割多重（ＣＤＭ）方式を採用した．伝

送メータを表 2に示す。 
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 この方式を使って日本全国において小形アンテナ（利得２．５ｄＢｉ）で受信するため

に必要な衛星のＥＩＲＰ（：Equivalent Isotropic Radiation Power: 等価等方輻射電
力）は無線回線設計から６７ｄＢＷと予測された．これを実現するために出力１．２ｋＷ

の高出力増幅器と直径１２ｍの大形展開型アンテナを搭載した衛星の開発が行われた．  
地上の放送センターから衛星へのアップリンク（Up Link）としてＫｕ帯（１４ＧＨｚ）
が使われ、このうちの２つの帯域を使いそれぞれがＣＤＭとＴＤＭ（Time Division 
Multiplex:時分割多重）により放送番組を伝送している．このうちＣＤＭ系は中継器でＳ帯
（２．６ＧＨｚ）に周波数変換され大出力増幅器と大形アンテナにより直接移動ユーザに

送信される．一方ＴＤＭ系はギャップフィラー向け専用として中継器内で１２ＧＨｚ帯に

変換後送信され，ギャップフィラーはこのＴＤＭ信号を受信した後再生しＴＤＭをＣＤＭ

に変換し，さらに２．６ＧＨｚ帯に周波数を変換後，ＣＤＭの放送波を移動ユーザに送信

する．ギャップフィラーによる再生中継は，単なるＫｕ帯から S 帯の周波数変換方式に較
べより良いＣ／Ｎを実現できる．なおギャップフィラーのカバレッジが小さい小電力ギャ

ップフィラーでは、Ｓ帯信号を直接増幅してこれを送信するリピータ型も使われる。図３

にギャップフィラー系の伝送システムを示した． 
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   （ａ）再生中継型ギャップフィラー     （ｂ）リピータ型ギャップフィラー 
           
             
 

２．４ MBSAT 

 放送信号を移動ユーザの小

ンテナが特徴であり，またこ

Ｓ帯高出力増幅器は１６本の

らを複数の給電ホーンと大開

放射している． 
 Ｓ帯大開口径アンテナはメ

米国ノースロップグラマン社

 大開口径アンテナは柔軟構

のプラズマスラスターエンジ

 表２にＭＢＳＡＴの主な諸

で整中のＭＢＳＡＴを示す。

 

図３ ギャップフィラー伝送システ

形アンテナで受信できるよう大出力の増幅器と大開口径のア

れら大型構造物を軌道上で安定に動作することが重要である． 
ＴＷＴ増幅器を合成して１．２ｋＷの出力を得ており，これ

口径アンテナにより日本列島に即した成形ビームを形成して

ッシュ，ネット及びトラス構造からなる展開型アンテナで，

／アストロ社製である． 
造物であることから，アンテナが安定に動作するよう低推力 
ンを採用している． 
元を示す．図４はＭＢＳＡＴの軌道上の想像図，図５は地上
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図４ ＭＢＳＡＴの軌道上想像図 

 

２．５ マルチメディア伝送技術 

 モバイル放送は高品質な音声・音楽だけでなく，

音声・音楽用の情報源符号化にはＢＳや地上デジ

（Advanced Audio Coding ＩＳＯ／ＩＥＣ13818-
また音声など低ビットレートでの音質を改善す

Replication）の処理が含まれている．この結果２４
ステレオ、デュアルモノのモードで高品質の音声・

ビットレートを定めている． 
 映像についてはＭＰＥＧ-４（ＩＳＯ／ＩＥＣ1449
大３８４kbpsの速度の映像を最大フレームレート１
 これらの符号化された信号を多重化または分離する

Ｔ Ｈ．222.0,ＩＳＯ／ＩＥＣ13818-１）を採用して
と共通にしている． 
 放送センターにおける送信側の符号化および多重

モバイル受信端末での分離及び復号化は新たに開発

 

２．６ 放送センター 

 放送番組の編成と放送コンテンツをデジタル符号

て衛星に送出する機能や顧客データ等の各種情報の

町に設置され，建物内の主要設備の他に同じ建物の
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図５ 地上でのMBSAT 

映像、データの伝送を実現している．

タル放送と同じＭＰＥＧ－２ＡＡＣ

7）ＬＣプロファイルを採用しており，
るためにＳＢＲ（Spectral Band 
～１４４kbps の伝送速度でモノラル、
音楽を伝送でき，各メディアに応じて

6-2）Simpleプロファイルを採用し最
５フレーム／秒で伝送できる． 
機能はＭＰＥＧ-２Systems（ＩＴＵ-
おり，これもＢＳや地上デジタル放送

化用装置はソフトウエアによって行い，

した専用ＡＶデコーダＬＳＩで行った． 

化しＣＤＭおよびＴＤＭ送信信号とし

管理を行う．放送センターは東京大井

屋上に衛星回線のための直径７．６ｍ



の主アンテナと４．５ｍのバックアップアンテナを備えている． 
全体のシステム構成は，番組情報管理システム，顧客管理システム，番組送出システム，

ＰＳＩ／ＳＩ送出システム，限定受信システム，鍵管理システム、映像／音声符号化およ

び多重化システム，ＴＤＭ／ＣＤＭ変調システムおよびアンテナ／送信装置から構成され

る．図３は放送センターのシステム構成を示すまた図５は放送センター内の一部である． 
       
 

 

上り回線サブシステム 
 アンテナ／Ku帯送信装置 

顧客管理システム 

変調サブシステム 
TDM/CDM／FEC 

PSI/SI 送出サブシ
ステム

鍵管理システム 

多重化／エンコーダサブ

システム 限定受信システム 

番組送出システム 
映像／音声／音楽 

番組情報管理システム 

データ放送システム 

            
 
 

 

 
図６ 放送センターシステム構成 
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 図７ 放送センター設備 

 
 

２．７ 受信用ＬＳＩチップセットと受信機端末 

  モバイル放送受信端末（ＭＴＶ－Ｓ１０）の主な構成を図６に示す．小形アンテナで

受信した２．６ＧＨｚの受信信号を４００ＭＨｚの周波数に変換しＱＰＳＫ復調を行うチ

ューナ部，符号分割多重されたＣＤＭ信号から所望放送信号データを復調し誤り訂正を行

うＣＤＭ／ＦＥＣ部，放送信号のスクランブルを解除する限定受信部分およびオーディオ

／ビデオ信号を復号しこれらを分離するＡＶデコーダとこれらを制御するＣＰＵやメモリ

ーからなる．受信は２素子のアンテナを使うダイバーシティ方式であり，衛星からの放送

波を小形アンテナで受信するためと，ギャップフィラーによる多重波環境での受信性能向

上のために用いている． 
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 受信機

Ｉ（ＴＢ

用ＬＳＩ

発した．

 受信機

推定を行

から構成

リブおよ

どの橋や

 受信端

ｇの携帯

３．５Ｗ

受信とギ

 ＣＤＭ

ャンネル

ラムガイ

チャンネ

に示す．

 

 

   
ＣＤＭ／ＦＥＣ：復調部／誤り訂正部 ＣＡ：限定受信  
 
ＤＥＣＯＤＥＲ:音声･映像多重分離，音声･映像復号 

図８ モバイル放送受信機構成   

用に新たにチューナ用のＰＬＬ ＬＳＩ（ＴＢ１２９２ＦＬＧ）とＩＱ変換ＬＳ

１３７４ＦＬＧ），ＣＤＭ／ＦＥＣ用ＬＳＩ（ＴＣ９０Ａ８２ＸＢＧ），限定受信

（Ｔ６ＮＡ７ＸＢＧ）およびＡＶデコーダＬＳＩ（ＴＣ３５２８０ＸＢＧ）を開

 
の主要な機能の一つであるＣＤＭ／ＦＥＣ ＬＳＩは，多重波伝搬路での伝搬路

うパスサーチャと受信品質向上のためのＲＡＫＥ部およびダイバーシティ合成部

される．また誤り訂正部にビットインターリブ，ビタビ復号，バイトデインター

びリードソロモン復号が用いられた．このうちビットインターリブは高速道路な

その他障害物により受信波が瞬断された場合の対策として機能する． 
末（ＭＴＶ－Ｓ１０）は大きさ９９．８×３１．４×１１２ｍｍ、重さ約３００

端末であり，ディスプレーに３．５インチのＴＦＴ ＬＣＤを備え，消費電力約

である．２つの平面アンテナが内蔵され空間ダーバーシティ方式を採用して衛星

ャップフィラー受信の両方に対応している。 
チャンネルは同期および受信機制御情報受信のためのパイロットと４つの放送チ

を受信し，このうち放送チャンネルは限定受信チャンネル、ＥＰＧ（電子プログ

ド）チャンネルと２の情報チャンネルから構成される．映像伝送の場合は放送２

ルを束ねて使用し約５００kbps の伝送速度を実現できる．受信端末の概観を図９
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３．モバイル放送の

 モバイル放送の放送コン

ャンネルの音声／音楽と７

成される． 
音声／音楽番組は米国西

ラムが放送される。映像で

ント番組が放送される．デ

娯楽・教養情報の形で放送

表４にモバイル放送の放

これらコンテンツは今後

ル放送（株）では陸上の移

スやわが国の沿岸で操業す

また本サービスは防災放

地方自治体と連携して活用

 

図９ モバイル放送受信機概観 

サービス概要 

テンツはモバイル放送（株）により供給される．番組は３０チ

チャンネルの映像および約６０チャンネルのデータ放送から構

海岸のＦＭ放送局のコンテンツや多彩なジャンルの音楽プログ

は野球や競馬などのスポーツ中継とニュースやエンターテイメ

ータ放送では移動中の最新情報を例えばニュースや天気予報，

される． 
送番組を示す。 
の視聴者の要望や動向をみながら展開してゆく．さらにモバイ

動ユーザだけのサービスだけでなく，国内の航空機内のサービ

る漁船などの船舶などへの展開を積極的に進める予定である． 
送の役割には重要な位置を占めると考えており緊急警報などを

してゆく． 
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表４（ｂ）映像放送番組              

 1
M

 11

 2

 4

 6

 7 J

 9 J

 11

 13

 15

 17

 18
J

 
19
F

 
20
21

 22
23

 2F
 25
26

 27
Ne

 28
En

 29
30

Mobile 301 Mbco MIX
プロデューサズチャンネル DJプロデュースチャンネル

3 カフェバーコンピレーション 某有名カフェバーの雰囲気を
ロック ロック雑誌連動チャンネル

5 Jポップヒットチャート 国内チャート完全協力番組

海外ヒットチャート チャート公認ch(未公表)

-POPチャート USEN最新リクエストヒットチャート
8 J-POPセレクト 誰もが知っているJ-POP専門ch

-POPドライブ ドライブミュージック

10 J-POP 80’s 80’sベストヒットセレクション
フォーク大全集 60~70年代の名曲

12 ナツメロ大全集 極上の歌謡ポップスエンタテイメント
演歌名曲集 王道の名曲から最新曲までを

14 クラブミュージック 最先端クラブミュージック

ポピュラー80’s 80’s洋楽ベストセレクション
16 ポピュラーバラード 芳醇なラブソングセレクション

名曲サウンドトラック スクリーンミュージック

Jazz ジャズ専門チャンネル

Classic クラシック専門チャンネル

Jazz & Blues LAで大人気のJazz&Bluesステーション
Alternative Rock サンディエゴ発、最新オルタナティブロック

Country サンディエゴ発、ベストカントリーソング

AC Today’s American Best Music
4 R&B Oldies R&Bオールディーズ・ステーション

国内ラジオ①

国内ラジオ②

Mobile 401 News&Sports 日本初の音声ニュース専門チャンネル
マーケットch マーケット情報

海外英語ニュース BBCワールドサービス　アジア版
ラジオ英語講座 初級からビジネスレベルまで

glish

obile Recommends

USEN BEST Selection

azz & Classic

M Station from U.S.

M Selection
国内人気FM局

ws

表４（ａ）音声／音楽放送番組  

チャンネル 編成 チャンネル紹介

総合① 自主編成 キッズエンタメや大人向けの懐かしアニメ､ショー
トエンタメ､音楽ライブ､ゴルフ関連番組など

総合② 自主編成 ニュースなどを中心にした総合編成チャンネル

ミュージック サイマル 世界中の音楽､ポップカルチャーをリードする音楽
エンタメチャンネル

ニュース
＆スポーツ

サイマル 野球生中継のほか､24時間リアルタイムで世界中の
最新ニュースを放送するチャンネル

総合エンタメ サイマル 新旧ドラマをコアにして､スポーツ､音楽､バラエ
ティを盛り込んだ総合エンタメチャンネル

経済ニュース サイマル
（月～金）

世界の主要マーケットを結んで､株式や為替､注目企
業の動向を､様々なデータや専門家の分析等を交え
て伝える24時間ノンストップの経済専門チャンネル

プレミアム サイマル
（土～日）

レース分析/インタビューを交えて中央競馬の全
レース(イースト)を完全中継するプレミアムチャン

表 4(ｃ) データ放送番組 

分類 内容

ニュース ジャンル別ニュース、フォトニュース、英文ニュース

天気予報 今日･明日の天気、週間予報、天気図

ビジネス ビジネスイベント情報、新商品情報　ほか

スポーツ 最新ニュース、ゴルフレッスン　ほか

カルチャー 新刊情報、新作映画情報、ランキング　ほか

生活 今日はどんな日、占い　ほか

趣味娯楽 心理テスト、クイズ、グラビア　ほか

くじ ナンバーズ結果、ｔｏｔｏ結果　ほか

英会話 英単語、お役立ち表現　ほか

コラム 毎日新聞 余録　ほか
番組紹介 今日のオススメ番組　ほか

お知らせ キャンペーン情報　ほか

４ モバイル放送の本放送開始 

 ２００４年 3月１４日に AtlasⅢAによって成功のうちに打ち上げられたMBSATは，順
調な試験を得て 2004年 4月２７日に衛星運用を開始した．引き続き放送システムの試験放
送を開始し試験番組が送出された．2004年 10月 20日からは本放送に移行し放送システム
は順調に動作している．現在受信機端末製品の量産および販売が始まっており次第に普及

していくものと予想される． 
 本端末の普及により新しいライフスタイルが創造されることを期待したい．  
 
                                      以上 
 
 
   
 
 


